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yea「 G Rc（Rc／G）Rs（Rs／G）Ro（Ro／G）（月／日） Remarks
1977～78147 80（O．54）152（ユ．03）118（0．80）2／23平年















寡雪年 1978～79 0．81 1．03 0．91
大雪年 1979～80 0，78 1．00 0．96
weak　or　heavy
snowfa11 1980～81 0．84 1．05 ユ．01
Winter 平　均 O．81 1．03 0．96
平年 1977～78 O．54
ユ．03 0．80
1981～82 O．58 1．05 0，88moderate
snowfa11 1982～83 0．57 0．97 0．75
Winter 平　均 0．56 1．02 0．81
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図7　屋根雪の深さの最大値の，地上積雪深の最大値に対する
　　　比の建物の高さ（地上高）依存性．黒丸印は寡雪年また
　　　は大雪年の，白丸印は平年の時の値．
Fig，7　V趾iation　of　the　Iatio　of　the　max．snow　depth　on　the
　　　正oof　to　the　max．snow　depth　on　the里ound　aga㎞st
　　　　the　height　of　a　bui1ding．So1id　circ1es　conespond　to　a
　　　weak　o正a　heaW　snowfa11ye肛md　open　ciエc1es　a　modeエー
　　　　ate　snowfa11yea工．
一71一
国立防災科学技術センター研究報告　第32号　1984年3月
　図7は，これらの値（表2にも示されている）を基に，屋根雪の深さの最大値が建物の高
さに応じてどう変わるかを示したものである．この図上には地上での最大積雪深との比を取
ってはいるが，上述した通り，地上での積雪深に応じて屋根雪の深さも増えているから，定
性的にはこの様に考えてもよい．そうすると図7からも分るように，建物の高さが高くなれ
ば屋根雪の深さが減るといいたい所であるが，その建物の立地条件を考えねばならない事が
分る．いくら背が高くても，風下側であれば，屋根雪はむしろ地上よりも多く積もることが
分る．もし，建物が同じ気象条件下にあれば，勿論，背の高い建物ほど積雪深は小さいとい
える．
3．結論と考察
　6冬期問にわたる積雪深の測定により，風上側でかっ背の高い建物上での屋根雪の深さは，
風下側かあるいは背の低い建物上での積雪深よりも小さい事が判明した．この原因は，背が
高いため，恐らく風の作用で降雪量が少ないためと考えられる．更に，前報（中村・阿部：
ユ978，Nakamura　and　Abe：1979）でも述べたように，この背の高い庁舎では，天井から
屋根に抜ける暖房余熱のための融雪作用が効いていることは問違いがない．この両者の程度
を知るためには風速および融雪量の解析にまたねばならない．しかしながら，通常の暖房が
ある普通の造りの陸屋根の建物にあっては，高さが地上高10m位のものにあっては，地上積
雪深の6割ないし8割強が，高さ4m位の建物にっいてはその8割ないし9．5割が積もって
いるといえよう．他方，或建物の風下側の暖房のない建物にあっては，たとえ，その地上高
が6m位におよぶものであっても，地上での積雪深を越えて積もる事があるから，建物を設
計する際の雪荷重の見積りには熟慮を要しよう．屋根上の積雪深の風の影響については次報
（阿部・中村：1984）を参照されたい．
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